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研究成果の概要（和文）：イベントネットワークや災害時の避難所などでは、簡易に無線ネットワークを敷設す
ることが期待されている。しかし、現在のメッシュネットワークは専門家なしに敷設することは難しい。
本研究の目的は、簡単に無線メッシュネットワークを敷設するためのシステムを開発することである。特に階層
の協調を重要視している。階層間のパラメータ調整はパフォーマンスの向上に必要不可欠である。本研究では、
物理層からネットワーク層までのパラメータを考慮し、誰もが高性能なメッシュネットワークを構築できるシス
テムを提案した。

研究成果の概要（英文）：At an event network, an evacuation schelter of disaster and so on, it is 
needed to develop temporary network.  However, it is difficult to build current mesh network 
technology without specialists.
The purpose of this research is to develop a system which build mesh network easily.  The important 
point is that the parameters must be adjusted among layers.  Without this, the performance will be 
very bad.  In this research, I have proposed a system which uses the layer 1-3 parameters to 
establish mesh network.

研究分野： コンピュータネットワーク

キーワード： メッシュネットワーク　WiFi　アドホックネットワーク
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１．研究開始当初の背景
（１）言うまでもなく、インターネットへの
接続性は、生活において必要不可欠なものと
なっている。それは、イベント時や災害時の
避難所などにおいても例外ではない。しかし、
イベント時や災害時の避難所のような場所
において、仮設的にネットワークを敷設する
には様々な困難があるのが現状であった。
 
（２）イベント時や災害時の避難所のような
場所においては、メッシュネットワークと呼
ばれる
線でジュジュつなぎにする技術に期待が寄
せられている。本技術を用いることによって、
無線LAN
することによって、自動的にそのアクセスポ
イント同士が無線で接続され、ネットワーク
を自動的に形成する。しかし、実際には
敷設にはある程度専門的な知識が必要とさ
れていた。
 
（３）
信部分
トと端末の間の通信プロトコル）
ーク層
ぞれの階層での通信効率を上げることを目
的としており、
た。 
 
２．研究の目的
（１）本研究では物理層からネットワーク層
までを考慮した、実用に耐えうる無線メッシ
ュネットワーク技術を構築することを目的
とした。
 
（２）無線メッシュネットワークは、
ルチホップネットワークの中の
リで、
い代わりに
提供することに注力した
め同じく無線マルチホップネットワークの
分野の
(MANET)
層やデータリンク層の設定を追い込むこと
ができる。このような利点を活かし、背景で
述べたような環境下で、安定した通信を実現
することを目的とする。
 
３．研究の方法
（１）まずは、無線メッシュネットワークを
構築する上で必要となる基礎データを収集
した。無線通信は、アンテナの配置や通信チ
ャネルの配置等により
化する。このため、
バックボーンネットワークを形成する
アンテナの配置と
信性能の違いを明らかにした。
 
（２）
普及により、データリンク層のパラメータが
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